
 
 
 
 
 
 

令 和 4 年 9 月 3 0 日 

横 浜 信 用 金 庫 

《よこしん》景気動向調査結果について 
－2022 年 7～9 月期実績、10～12 月期予想－ 

 

  横浜信用金庫（理事長 大前 茂）では、定例（四半期）の「景気動向調査」を実施いたしました。調

査結果の概要は以下のとおりです。 

 

【業況判断ＤＩ】 

全業種総合業況判断ＤＩは前期より改善、来期も改善する見込み 

○今期（2022年7～9月期）の全業種総合業況判断ＤＩは、前期比4.2ポイント上昇の－6.7と改善した。

来期は、今期比1.8ポイント上昇の－4.9と引き続き改善を見込んでいる。 

○製造業の今期業況判断ＤＩは、前期比6.9ポイント上昇の－9.7となった。来期は、今期比2.2ポイン

ト上昇の－7.5と引き続き改善を見込んでいる。 

○非製造業の今期業況判断ＤＩは、前期比12.7ポイント上昇の1.4となった。来期は、今期比2.9ポイン

ト上昇の4.3と引き続き改善を見込んでいる。 

 

【特別調査】「中小企業におけるＳＤＧs の取組状況について」 

・ＳＤＧsの認知度について               意味はある程度わかる（60.1％） 

・ＳＤＧsに関する情報源について            報道機関（テレビ・新聞等）（83.6％） 

・ＳＤＧsへの取組みについて              省エネ（31.8％） 

・ＳＤＧsに取り組むことへの印象について        コスト削減につながる（36.8％） 

・カーボンニュートラルに関する取組みについて      こまめな電源オフ等、電気使用量の削減 

（43.3％） 

・ＳＤＧsについて希望する外部からのサポートについて  経営者向け研修（15.9％） 

 

 
＜調査概要＞ 

調査対象：当金庫取引先（法人・個人事業者）679 先   有効回答数：674 先 

調査方法：営業店職員による聞き取り調査  調査時期：令和 4年 9月上旬 

 

※その他詳細につきましては、「≪よこしん≫HP⇒法人のお客さま⇒景気動向調査」をご覧ください。 

 

 

 ＊本件に関するお問い合わせ先＊ 経営企画部：石井、松原  電話：０４５－６８０－６９１２ 

https://www.yokoshin.co.jp/_houjin/keiki_doukou/index.html

